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１
．
第
１
条
（
協
約
の
目
的
）
全

文
を
、

「
こ
の
協
約
は
、
安
全
を
基
盤

と
し
て
企
業
の
健
全
な
発
展
な

ら
び
に
組
合
員
の
労
働
条
件
の

維
持
改
善
及
び
地
位
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」

に
改
め
る
こ
と
。

２
．
第
３
条
（
非
組
合
員
の
範
囲
）

第
１
号
に
あ
る
管
理
職
社
員

（
参
与
、
参
事
、
参
事
補
及
び

主
事
の
者
）
等
以
外
の
非
組
合

員
の
範
囲
は
、
以
下
の
と
お
り

「
（
２
）
前
号
の
他
・
・
会
社

が
指
定
す
る
者
」
と
あ
る
の
を

「
（
２
）
別
に
協
議
し
て
定
め

た
者
」
に
改
め
る
こ
と
。
と
り

わ
け
、
「
人
事
関
係
」
に
係
わ

る
者
に
つ
い
て
は
非
組
合
員
と

す
る
こ
と
。

６
．
第
16
条
（
掲
示
）
第
１
項

「
組
合
は
、
会
社
の
許
可
を
得

た
場
合
に
は
指
定
さ
れ
た
場
所

に
お
い
て
組
合
活
動
に
必
要
な

宣
伝
・
報
道
・
告
知
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
」
を｢

組
合
が
会

社
に
申
し
出
た
場
合
に
は
指
定

さ
れ
た
掲
示
場
所
に
お
い
て
、

組
合
活
動
に
必
要
な
宣
伝
・
報

道
・
告
知
を
行
う
こ
と
が
で
き

る｣

に
改
め
る
こ
と
。
第
２
項

は
削
除
す
る
こ
と
。

７
．
第
17
条
（
掲
示
内
容
）
１
項

「
掲
示
類
は
、
組
合
活
動
の
運

営
に
必
要
な
も
の
と
す
る
。
ま

た
、
掲
示
類
は
、
会
社
の
信
用

を
傷
つ
け
、
政
治
活
動
を
目
的

と
し
、
個
人
を
誹
謗
し
、
事
実

に
反
し
、
ま
た
は
職
場
規
律
を

乱
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
」
と
あ
る
の
を
「
掲
示
類

は
、
組
合
活
動
の
運
営
に
必
要

な
も
の
と
す
る
。
個
人
を
誹
謗

し
、
事
実
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
」
に
改
め
、

「
疑
義
が
生
じ
た
場
合
は
協
議

す
る
。
」
を
追
加
す
る
こ
と
。

12
．
第
39
条
（
団
体
交
渉
事
項
）

に
つ
い
て
は
、
１
号
か
ら
４
号

に
あ
る
「
・
・
・
の
基
準
に
関

す
る
事
項
」
の
文
言
中
「
の
基

準
」
を
削
除
し
、
「
・
・
・
に

関
す
る
事
項
」
と
し
、
「
安
全

全
般
に
関
す
る
事
項
」
を
追
加

す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
２
項

に
「
出
向
先
会
社
の
労
働
条
件

等
に
つ
い
て
も
団
体
交
渉
事
項

と
す
る
。
」
を
追
加
す
る
こ
と
。

15
．
第
48
条
（
争
議
の
予
告
）
に

つ
い
て
は
、
「
・
・
ま
た
、
争

議
行
為
の
目
的
、
形
態
、
規
模
、

日
時
、
期
間
及
び
場
所
等
の
具

体
的
か
つ
詳
細
な
内
容
を
そ
の

72
時
間
前
ま
で
に
文
書
を
持
っ

て
会
社
に
通
知
す
る
。
」
の
部

分
を
削
除
し
、
「
会
社
に
通
知

す
る
。
」
に
改
め
る
こ
と
。

25
．
事
故
の
再
発
防
止
、
体
質
改

善
及
び
「
安
全
考
動
計
画
」
を

遂
行
す
る
う
え
で
、
地
方
本
部
・

支
社
等
間
に
「
労
使
安
全
会
議
」

を
設
置
す
る
こ
と
。
ま
た
、
協

議
内
容
に
つ
い
て
は
公
開
し
、

内
容
に
つ
い
て
周
知
す
る
こ
と
。
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安
全
・
安
心
の
輸
送
の
確
保
の
た
め
に
労
働
条
件
の
改
善
を

労
働
協
約
改
訂
要
求
申
入
れ
行
う

「
労
働
協
約
改
定
交
渉
」
の
要
求
に
つ
い
て
、
８
月
９
日
西
日

本
会
社
に
対
し
、
申
１
号
（
労
使
関
係
）
、
申
２
号
（
労
働
条
件
）

に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
行
い
、
３
回
交
渉
を
行
い
ま
す
。

労
使
関
係
部
分
（
抜
粋
）

変えよう
安全を守る
職場風土に



Ⅰ
．
勤
務
改
善
等
に
関
す
る

要
求

１
．
「
労
働
時
間
短
縮
に
関
す

る
協
定
の
１
部
改
定
に
関
す

る
協
定
（
２
０
０
０
年
10
月

26
日
）
を
以
下
の
と
お
り
改

定
す
る
こ
と
。

⑴
．
第
２
項
勤
務
等
の
指
定
及

び
変
更
等
３
号
ア
に
つ
い
て

も
「
①
基
本
的
な
取
扱
い
」

と
す
る
こ
と
。

⑵
．
第
２
項
勤
務
等
の
指
定
及

び
変
更
等
３
号
「
①
基
本
的
な

取
扱
い
」
の
（
オ
）
～
（
コ
）

ま
で
を
削
除
し
、
そ
の
際
の
取

扱
い
を
よ
り
「
例
外
的
」
取
扱

い
と
し
て
、
よ
り
限
定
的
な
取

扱
い
に
中
身
を
圧
縮
す
る
こ
と
。

４
．
工
務
関
係
の
夜
間
作
業
に
つ

い
て
は
１
カ
月
に
最
高
限
度
を

６
回
と
し
、
連
続
２
夜
は
行
わ

な
い
こ
と
。

８
．
特
休
・
公
休
は
２
カ
月
前
に

発
表
し
、
前
月
の
25
日
午
前
中

ま
で
に
指
定
す
る
こ
と
。

11
．
２
０
１
７
年
１
月
20
日
に
策

定
さ
れ
た
「
労
働
時
間
の
適
正

な
把
握
の
た
め
の
使
用
者
向
け

の
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で

は
「
使
用
者
の
指
示
に
よ
り
、

就
業
を
命
じ
ら
れ
た
業
務
に
必

要
な
準
備
行
為
（
着
用
を
義
務

付
け
ら
れ
た
所
定
の
服
装
へ
の

着
替
え
等
）
の
時
間
は
労
働
時

間
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
更
衣
時
間
を
労
働
時
間
と

す
る
こ
と
。

16
．
全
て
の
職
種
に
在
宅
休
養
時

間
（
イ
ン
タ
ー
バ
ル
時
間
）
を

設
け
る
こ
と
。

20
．
半
休
の
付
与
対
象
者
は
「
育

児
休
職
等
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
協
定
『
Ⅱ
休
職
以
外
の
取
り

扱
い
』
第
３
項
に
定
め
る
短
時

間
勤
務
制
度
の
適
用
者
を
除
く

社
員
」
に
改
め
、
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
適
用
箇
所
及
び
乗
務

員
も
対
象
と
す
る
こ
と
。

21
．
「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
」

を
促
進
す
る
上
で
、
「
託
児
所

の
設
置
」
「
休
職
期
間
の
延
長
」

「
取
得
要
件
の
緩
和
」
を
図
り
、

育
児
・
介
護
休
職
が
取
得
で
き

る
環
境
及
び
啓
蒙
を
行
う
こ
と
。

引
き
続
き
、
次
世
代
育
成
支
援

の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
。

①
．
育
児
休
職
以
外
の
取
扱
い

（
時
間
外
労
働
・
深
夜
勤
務
制

限
）
を
義
務
教
育
終
了
ま
で
と

す
る
こ
と
。

②
．
短
日
数
勤
務
制
度
適
用
は
義

務
教
育
終
了
ま
で
と
す
る
こ
と
。

短
日
数
指
定
日
は
「
会
社
が
指

定
す
る
日
」
を
「
本
人
が
申
し

出
た
日
」
と
す
る
こ
と
。

24
．
Ｍ
Ｄ
及
び
Ｓ
Ｄ
と
な
っ
た
場

合
、
本
人
の
希
望
す
る
職
種
へ

の
異
動
を
行
な
う
こ
と
。
ま
た
、

本
人
希
望
に
よ
り
一
定
期
間
経

過
後
、
再
受
検
可
能
と
す
る
こ

と
。

26
．
退
職
者
説
明
会
は
労
働
時
間

と
す
る
こ
と
。

Ⅱ
．
乗
務
員
勤
務
制
度
に
関
す

る
要
求

２
．
乗
務
割
交
番
作
成
に
お
い
て

超
勤
前
提
と
し
な
い
こ
と
。
１

勤
務
の
労
働
時
間
は
１
日
所
定

労
働
時
間
内
で
行
路
を
作
成
す

る
こ
と
。
深
夜
帯
の
乗
務
を
２

時
間
以
上
含
む
場
合
は
12
時
間

と
す
る
こ
と
。

３
．
勤
務
は
交
番
順
序
表
に
明
示

さ
れ
た
順
序
で
作
成
す
る
こ
と
。

５
．
拘
束
時
間
は
、
１
暦
日
勤
務

８
時
間
、
２
暦
日
は
20
時
間
を

限
度
と
し
、
事
実
上
２
泊
３
日

と
な
る
よ
う
な
行
路
は
設
定
し

な
い
こ
と
。

Ⅲ
．
広
域
出
向
等
に
関
す
る
要

求

１
．
「
広
域
出
向
等
に
関
す
る
協

定
」
を
以
下
の
と
お
り
改
正
す

る
こ
と
。

⑴
．
出
向
の
人
選
に
あ
た
っ
て
は
、

公
募
を
原
則
と
し
本
人
の
同
意

を
得
る
こ
と
。

⑵
．
出
向
に
つ
い
て
は
、
計
画
及

び
必
要
性
等
協
議
事
項
と
す
る

こ
と
。

２
．
出
向
期
間
終
了
に
あ
た
っ
て
、

本
人
の
意
向
ど
お
り
行
う
こ
と

Ⅳ
．
転
勤
の
基
準
は
以
下
の
と

お
り
と
す
る
こ
と
。

１
．
転
勤
に
あ
た
っ
て
は
、
家
庭

環
境
に
充
分
配
慮
し
、
個
人
面

談
時
の
本
人
の
意
向
を
尊
重
す

る
こ
と
。

Ⅵ
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
と
職

場
の
「
い
じ
め
」
根
絶
、

「
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
」
対

策
の
要
求

１
．
職
場
に
お
け
る
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
を
な
く
す
た
め
に
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
啓
発
を
含
め

た
作
業
環
境
に
配
慮
す
る
こ
と
。

２
．
人
権
無
視
、
不
当
な
命
令
を

根
絶
す
る
た
め
に
、
就
業
規
則

第
２
節
第
１
４
６
条
に
「
部
下

に
対
し
不
法
不
当
な
命
令
及
び

行
為
を
行
っ
た
場
合
」
を
追
加

し
、
ま
た
、
仮
称
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
規
程
」

を
定
め
、
職
場
に
お
い
て
あ
ら

ゆ
る
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
が
お

き
な
い
よ
う
基
本
的
人
権
を
尊

重
し
、
個
人
の
自
由
を
侵
害
し

な
い
こ
と
。
全
社
員
（
特
に
管

理
監
督
層
）
を
対
象
に
教
育
を

行
う
こ
と
。
「
命
令
と
服
従
」

の
企
業
体
質
を
引
き
続
き
改
善

し
、
悪
い
こ
と
は
悪
い
と
言
え

る
風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
及

び
安
全
を
最
優
先
に
し
た
規
律

あ
る
作
業
環
境
を
つ
く
る
こ
と
。

Ⅶ
．
再
雇
用
制
度
等
の
取
扱
い

に
関
す
る
要
求

１
．
年
金
支
給
開
始
年
齢
ま
で
安

心
し
て
働
け
る
よ
う
、
社
員
の

選
択
に
よ
る
定
年
年
齢
を
順
次

65
歳
ま
で
と
す
る
こ
と
。

Ⅷ
．
契
約
社
員
制
度
に
つ
い
て

の
要
求

１.

「
契
約
社
員
か
ら
正
社
員
」
へ

は
、
希
望
す
る
者
を
採
用
す
る

こ
と
。
職
種
に
つ
い
て
は
、
本

人
希
望
を
尊
重
す
る
こ
と
。
ま

た
、
不
採
用
者
に
対
し
て
、
そ

の
理
由
等
を
本
人
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
。

２
．
５
年
の
雇
止
め
は
廃
止
し
、

希
望
す
る
者
は
継
続
雇
用
と
す

る
こ
と
。
労
働
条
件
は
別
途
協

議
す
る
こ
と
。

Ⅸ
．
新
昇
進
・
賃
金
制
度
に
関

す
る
要
求

１
．
試
験
偏
重
の
考
え
方
を
改
め
、

進
級
試
験
に
つ
い
て
は
原
則
標

準
年
数
で
合
格
す
る
仕
組
み
と

す
る
こ
と
。

２
．
進
級
試
験
の
専
門
科
目
に
つ

い
て
公
正
・
公
平
を
担
保
す
る

こ
と
か
ら
試
験
実
施
後
そ
の
試

験
問
題
、
模
範
解
答
、
合
格
基

準
を
開
示
す
る
こ
と
。

３
．
進
級
試
験
実
施
後
の
不
合
格

者
に
つ
い
て
は
、
本
人
に
対
し
、

否
の
理
由
を
明
確
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
。

４
．
「
昇
進
・
賃
金
制
度
の
改
正

に
関
す
る
協
定
」
の
議
事
録
確

認
に
基
づ
き
、
評
価
制
度
に
つ

い
て
、
き
め
細
や
か
な
納
得
性

の
あ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行

な
う
こ
と
。

そ
の
他
の
要
求

１
．
弁
納
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
。

２
．
春
闘
時
の
会
社
側
の
口
頭
表

明
と
し
て
「
定
年
延
長
、
昇
進

賃
金
制
度
等
、
検
討
を
開
始
す

る
」
と
し
て
い
る
が
、
現
時
点

で
の
検
討
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。
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